
謹啓 時下、先生方におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

この度、下記の通り「第35回 荻窪循環器カンファレンス」を開催する運びとなりました。

2019年11月以来4年ぶりの開催となりますが、心臓血管センターより最新の話題をお届けしてまいります。

ご多用の折とは存じますが、ご参加賜りますようお願い申し上げます。 謹白

オンライン開催

開 催 日 時

開会挨拶・司会 荻窪病院 副院長・循環器内科部長 石井 康宏

プログラム

閉会挨拶 荻窪病院 心臓血管センター長・心臓血管外科部長 澤 重治

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZIvd-
qhpzsrHtC9ony-eeczm2bdQpv5JdFX

参加申込URL／QRコード

荻窪病院より配信（Zoom Meetings）開 催 形 式

ご参加いただけます際は、下段参加申込フォームよりご登録をお願い申し上げます

講演
2

『 冠動脈疾患診療にFFRCTを活かす 』
荻窪病院 心臓血管センター 循環器内科医長 大塚 雅人

19：20～

申込フォーム

主催 ：医療法人財団 荻窪病院 事務局 ：荻窪病院 地域連携室 TEL03-3399-0257

講演
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『 腹部大動脈瘤治療の最新の話題 』

荻窪病院 心臓血管センター 心臓血管外科医長 浅野 竜太

19：00～

スタッフ紹介

企業性の腹部大動脈ステントグラフト内挿術が登場して17年が経過し，遠隔期においても安定した治療成績が報告され
る一方で，複数回の追加治療や開腹手術への移行が必要となる症例も散見されます．腹部大動脈瘤治療におけるステン
トグラフト内挿術の割合が年々増加する中で開腹手術の担う役割についてお話しいたします．

― ステントグラフト時代における開腹手術が担う役割 ―

― この４年間で新たに加わった医師を含め全員を紹介します ―

2023年8月より，冠動脈CT検査の仮想冠血流解析システムであるFFRCTを導入し使用を開始しました．
冠動脈疾患診療における臨床成績，活用法を含めてFFRCTについてご紹介します．


